
                              

  
 

 
     

 
    

な
ん
と
、
大
雪
！ 

大
雪
が
降
り
し
き
る

な
か
、
天
候
に
負
け
ず
に

集
合
、
交
流
会
を
開
始
し

ま
し
た
。
寒
い
日
で
し
た

が
、
部
屋
の
中
は
熱
気
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
会

は
飲
み
物
と
お
菓
子
も
用

意
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い

の
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。 

会
の
内
容 

 

実
行
委
員
長
の
木
村

さ
ん
の
あ
い
さ
つ
、
大
門

さ
ん
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
な

説
明
の
後
、
指
導
の
先
生

方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
こ

と
ず
つ
助
言
な
ど
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

            

そ
れ
か
ら
、
新
し
く
メ

ン
バ
ー
に
な
っ
た
ス
タ
ッ

フ
の
紹
介
、
事
務
局
か
ら

の
連
絡
と
進
み
ま
し
た
。 

 
そ
し
て
、
「
こ
の
街
で
」

を
安
藤
先
生
の
指
揮
で
全

員
合
唱
。
子
ぎ
つ
ね
た
ち

は
、
曲
を
聴
く
と
も
う
自

然
と
踊
り
出
し
ま
す
ね
。 

       

こ
れ
で
終
わ
り
か
と

思
い
き
や
、
最
後
に
「
鬼
」

の
登
場
。
そ
う
、
こ
の
日

は
節
分
。
さ
っ
そ
く
豆
ま

き
を
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
が
無
事
公
演
で
き
る
よ

う
祈
願
を
か
け
ま
し
た
。 

      

  

指
導
の
先
生
か
ら 

「
ケ
ン
カ
な
ど
せ
ず
、
力

を
合
わ
せ
て
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
切
に
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
」「
こ
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
協

力
や
苦
労
が
あ
る
」「
で
き

る
よ
う
に
な
る
に
は
、
練

習
を
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
」
な
ど
と
い
っ
た
、
気

持
ち
が
引
き
締
ま
る
貴
重

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
言
葉
を
胸
に
、

本
番
ま
で
少
な
い
時
間
を

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！ 

練
習
へ
の
心
構
え 

 

練
習
時
の
先
生
方
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。
共

通
し
て
ま
だ
お
客
様
に
お

見
せ
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
で
も
練
習
し
て

い
け
ば
大
丈
夫
で
す
よ
！ 

○
花
柳
琴
臣
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
（
２
月
９
日
） 

 

１
週
間
た
つ
と
、
前
回

の
内
容
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

全
体
練
習
中
に
だ
ん
だ
ん

と
思
い
出
す
よ
う
で
は
進

ん
で
い
き
ま
せ
ん
。
お
さ

ら
い
を
し
て
、
本
番
を
意

識
し
て
練
習
し
ま
し
ょ
う
。 

○
花
柳
園
喜
助
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
（
２
月
２３
日
） 

今
日
、
久
し
ぶ
り
に
見

て
、
声
、
と
く
に
歌
が
小

さ
い
よ
う
で
す
。
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
な
の
で
、
大
き
な

声
で
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。 

○
川
崎
耕
平
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
（
２
月
２３
日
） 

 

と
に
か
く
声
が
小
さ
い

で
す
。
も
っ
と
声
を
張
り

ま
し
ょ
う
。
マ
イ
ク
を
使

っ
て
も
限
度
が
あ
り
ま
す
。 

 

衣
装
や
手
持
ち
の
道
具

は
人
だ
よ
り
で
な
く
自
分

で
把
握
し
ま
し
ょ
う
。 

 

演
出
な
ど
の
指
示
が
出

て
い
る
時
は
、
集
中
し
て

静
か
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

☆
２
月
２３
日 

着
物 

 

リ
サ
イ
ク
ル
報
告 

 

１
万
９
千
２
百
円
で
し

た
。
活
動
費
に
入
れ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

☆
練
習
会
場
で
は 

上
履
き
を
は
い
て 

 

出
演
者
は
も
ち
ろ
ん
保

護
者
の
方
、
ス
タ
ッ
フ
も

上
履
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

☆
チ
ケ
ッ
ト
情
報 

 

残
り
約
１
５
０
枚
。
北

と
ぴ
あ
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
で

も
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。 
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み
ん
な
で
創
る 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

「
王
子
の
狐 

ね
が
い
の
石
」 

２
０
０
８
年 

４
月
27
日
（
日
） 

北
と
ぴ
あ 

さ
く
ら 

ホ
ー
ル
で
上
演
！ 

思
い
も
新
た
に 

フ
ァ
イ
ト
！ 

交
流
会

２
月
３
日
、「
フ
ァ
イ
ト
！ 

交
流
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な

が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
と
し
て
、
短
い
時
間
で

し
た
が
一
緒
に
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
本
番
に

向
け
て
実
感
を
得
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。 
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指
導
の
先
生
方
の 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
② 

（
敬
称
略
） 

☆
花
柳 
園
喜
輔 

（
は
な
や
ぎ 
そ
の
き
す
け
） 

幼
少
よ
り
日
本
舞
踊

の
稽
古
を
始
め
る
。
手
ほ

ど
き
（
初
級
基
礎
の
指
導
）

の
師
は
、
花
柳
喜
久
園
（
叔

母
で
あ
り
名
取
り
ま
で
指

導
し
た
取
立
師
匠
、
昭
和

４１
年
他
界
）
。
長
唄
三
味

線
を
杵
屋
六
也
、
茶
道
は

鎌
田
宗
常
、
囃
子
は
藤
舎

せ
い
子
、
狂
言
は
野
村
萬

に
師
事
。
昭
和
４２
年
、
日

本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学

科
卒
業
。
昭
和
５２
年
、
舞

踊
グ
ル
ー
プ
「
獅
子
の
会
」

結
成
。
男
性
の
流
派
を
越

え
た
グ
ル
ー
プ
で
、
現
在

ま
で
公
演
活
動
を
続
け
て

い
る
。
受
賞
関
係
・
昭
和

４６

年
日
本
舞
踊
協
会
新

春
舞
踊
大
会
大
会
賞
、
平

成
元
年
度
文
化
庁
芸
術
祭

賞
。
所
属
・（
社
）
日
本
舞

踊
協
会
、
協
同
組
合
季
座
、

北
区
日
本
舞
踊
連
盟
、
日

本
民
俗
芸
能
協
会 

☆
大
門 

高
子 

（
お
お
か
ど 

た
か
こ
） 

子
ど
も
の
文
化
や
表

現
活
動
の
実
践
と
研
究
の

中
か
ら
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
脚
本
を
数
多
く
手
が

け
る
。
合
唱
組
曲
の
作
詞

も
多
数
。
絵
本
「
む
ら
さ

き
花
だ
い
こ
ん
」
と
合
唱

曲
「
紫
金
草
物
語
」
の
取

り
組
み
で
は
全
国
の
仲
間

た
ち
と
計
６
回
の
中
国
公

演
を
行
っ
て
い
る
。
各
種

の
集
会
な
ど
で
の
企
画
演

出
や
朗
読
構
成
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
元
小

学
校
教
師
。
日
本
演
劇
教

育
連
盟
全
国
委
員
。 

 

☆
坂
東
沙
世
文 

（
ば
ん
ど
う 

さ
よ
ふ
み
） 

(

社)

日
本
舞
踊
協
会
員

（
城
北
ブ
ロ
ッ
ク
北
区
役

員
）
、
北
区
日
本
舞
踊
連
盟

理
事
、
都
「
心
の
東
京
革

命
」
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
、「
北
っ
子
日
本
舞
踊
か

い
ぐ
り
」
代
表
、
赤
羽
文

化
セ
ン
タ
ー
「
か
つ
み
会
」

講
師
、
桐
ヶ
丘
児
童
館
「
花

て
ま
り
」
講
師
、「
和
の
し

ぐ
さ
塾
」
世
話
人 

他 

６
才
で
日
本
舞
踊
・
坂
東

流
に
入
門
し

１７

歳
の
時

に
八
代
目
家
元
坂
東
三
津

五
郎
よ
り
師
範
の
免
状
を

許
さ
れ
る
。
以
後
、
歌
舞

伎
座
、
国
立
大
劇
場
等
に

出
演
。
古
典
は
も
と
よ
り
、

日
本
舞
踊
協
会
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
創
作
舞
踊
に
出
演
。
イ

ベ
ン
ト
の
振
付
な
ど
も
手

が
け
る
。
現
在
、
子
ど
も

達
に
日
本
舞
踊
を
通
し
て

日
本
の
伝
統
芸
能
・
文
化

を
伝
え
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
マ
ナ
ー
ブ
ッ

ク
の
発
行
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
地
域
交
流
・
国

際
交
流
等
を
中
心
に
活
動
。

ま
た
日
本
の
伝
統
文
化
を

伝
え
る
講
演
会
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
に
力
を
入
れ
て
い
る
。 

 

☆
川
崎 

耕
平 

（
か
わ
さ
き 

こ
う
へ
い
） 

日
本
体
育
大
学
を
卒

業
後
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
劇
団
「
Ｄ
Ｒ
Ｅ

Ａ
Ｍ
」
に
役
者
と
し
て
所

属
。
現
在
、
歌
舞
伎
、
オ

ペ
ラ
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
大

衆
演
劇
な
ど
の
道
具
方
と

し
て
活
躍
中
。
劇
団
「
Ｄ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
、
絹
の
道
合
唱

団
等
の
発
表
会
で
舞
台
監

督
の
経
験
あ
り
。 

 

☆
弦 

哲
也 

（
げ
ん 

て
つ
や
） 

日
本
を
代
表
す
る
演

歌
作
曲
家
。
「
天
城
越
え
」

「
他
人
酒
」｢

夫
婦
み
ち｣

「
冬
の
宿
」「
お
ゆ
き
」
な

ど
、
レ
コ
ー
ド
大
賞
ほ
か

数
々
の
賞
を
受
け
る
。
Ｇ

Ｅ
Ｎ
企
画
主
宰
。「
熊
野
古

道
」「
音
無
川
」
な
ど
北
区

に
因
む
作
曲
も
あ
り
、
今

企
画
で
は
「
王
子
の
狐
夢

行
列
」
の
作
曲
を
快
諾
。

銚
子
市
出
身
、
北
区
西
ヶ

原
在
住
。 

※
２
月
８
日
、
北
区
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
（
宣
伝
大
使
）

に
就
任
し
ま
し
た
。 

    
衣
装
を
着
け
て
の 

練
習
を
し
ま
し
た 

２
月
２３
日 

着
物
を
着
て
の
ダ
ン

ス
は
ど
う
で
し
た
か
？ 

小
道
具
を
持
つ
と
、
動

き
が
違
っ
て
き
ま
せ
ん

か
。
衣
装
替
え
も
時
間

が
短
い
な
か
で
き
ち
ん

と
で
き
ま
す
か
？ 

慣

れ
て
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。 

        

チ
ー
ム
練
習
風
景 

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

洋
舞
・
振
付
中
で
す 

        

＊
レ
ッ
ス
ン
予
定
＊ 

３
月
８
日
（
土
） 

・
田
端
ふ
れ
あ
い
館 

３
月
１６
日
（
日
） 

・
十
条
台
ふ
れ
あ
い
館 

３
月
２２
日
（
土
） 

・
十
条
台
ふ
れ
あ
い
館 

（
４
月
１
日(

火)

ス
タ

ッ
フ
の
み
さ
く
ら
ホ

ー
ル
夜
間
） 

４
月
２
日
（
水
） 

・
さ
く
ら
ホ
ー
ル 

４
月
６
日
（
日
） 

・
十
条
台
ふ
れ
あ
い
館 

４
月
１２
日
（
土
） 

・
場
所
未
定 

４
月
１３
日
（
日
） 

・
さ
く
ら
ホ
ー
ル 

４
月
１９
日
（
土
） 

・
赤
羽
北
ふ
れ
あ
い
館 

４
月
２０
日
（
日
） 

・
十
条
台
ふ
れ
あ
い
館 

４
月
２６
日
（
土
） 

・
さ
く
ら
ホ
ー
ル 

４
月
２７
日
（
日
） 

 

本
番
！ 

※
時
間
は
別
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

※
会
場
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 
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